
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【長丘小学校区（大字田麦、大字厚貝、大字壁田）】 

スクールバスによる通学とする。乗降するバス停は、長丘小学校前及び古牧入口付近とする。 

ただし、市道若宮田麦線の歩道設置後は、改めて通学方法を検討することとする。 

【平岡小学校区（大字新井、大字若宮、大字竹原、大字金井、大字間長瀬、大字笠原）】 

  徒歩通学とする。 

【科野小学校区（大字赤岩、大字越、大字深沢）】 

  大字赤岩及び大字深沢の児童は、スクールバス（公共交通含む）による通学とする。 

  乗降するバス停は、北部公民館前及び JA 中野市科野事業所付近とする。大字越の児童は、徒歩通学と

する。ただし、市道平岡 10 号線の歩道設置後は、改めて通学方法を検討することとする。 

【倭小学校区（大字柳沢、大字田上、大字岩井）】 

  スクールバス（公共交通含む）による通学とする。 

乗降するバス停は、旧倭保育園、倭小学校及び柳沢共撰所付近とする。 

※ 個別の事案は、個々に学校長と教育委員会が協議のうえ決定することとする。 

学 校 名  中野市立 高社小学校 （こうしゃ しょうがっこう） 

【選定理由】   ① 校名から学校の位置がわかりやすいため 

② 統合準備委員会が公募した名称において、最多の応募があったことから、「地域の 

学校」を表現していると考えられるため 

③ 進学する中学校の名称と同一とすることで、小中連携校の礎とすることができるため 

学校の位置 長野県中野市大字金井80番地 

通学区域  住 所：大字田麦、大字厚貝、大字壁田、大字新井、大字若宮大字竹原、大字金井、大

字間長瀬、大字笠原、大字赤岩大字越、大字深沢、大字柳沢、大字田上（行政

区 牧の入区は除く）、大字岩井 

平成 29 年９月 20 日 北部地区小学校統合準備委員会を開催いたしました。 

総務部会、通学・安全部会、地域・PTA部会、教育部会から、中間報告があり、報告事項の全てにお

いて決定又は確認がされました。 

その後、直ちに市教育委員会に報告し、10 月の教育委員会、総合教育会議での議論を経て決定した

内容についてお知らせします。 

なお、校名については、12 月の市議会定例会で議論をいただき、認められれば正式決定となります。 

また、通学方法や学校施設整備概要は以下のとおりとなりましたが、引き続き、細部にわたり慎重な

検討が続きます。 

PTA 組織については、教育委員会及び準備委員会から、各校 PTA 役員等への説明と協議が始まりま

す。 

中野市北部地区小学校統合準備委員会だより 

校  名 
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機能面と安全面を中心に検討した結果、普通教室の不足、トイレ数の不足、駐車場不足、子どもの遊

び場確保、遠足時等のバス及びスクールバス等の乗り入れ、会議室・教材室・倉庫の不足、職員室・更

衣室等の狭隘等の課題解消を図る。     

整備計画図面・・下図のとおり 

学校施設整備 

 

【ハード事業】（設計、調査費、改修、新築工事等） 

総額 4億 5,122万 4,000 円 

 (補助金 2 億 2,339万円  起債 2億 470万円  一般財源 2,313万 4,000 円) 

【ソフト事業】（校歌・校章制作業務、スクールバス購入等） 

総額  2,881万 2,000円 

  (補助金 754万円  起債 0 円  一般財源 2,127万 2,000円) 

 ※ 今後は設計を基に事業費を精査し、補助金などの特定財源を確実に確保していきます。 

概 算 事 業 費 

 次のスケジュール案のとおり進めていくこととした。 

«平成 29 年度≫ 4 校 PTA 役員会（会則の確認、課題の確認、スケジュール等） 

≪平成 30年度≫ 統合小学校 PTA設立準備会 設立総会（会則案等） 

≪平成 31年度≫ 統合小学校 PTA設立準備会 総会（役員決定等） 

≪平成 32年度≫ 開校・PTA設立総会 

P T A 組 織 

北部地区小学校統合計画（案） 


